
 

 
 

事務事業名 景観形成事業 事業コード 0794 

所属コード 097500 課等名 景観政策課 係名  

課長名 川村 智 担当者名 高萩 覚 内線番号 7293 

評価分類 ■ 一般  □ 公の施設  □ 大規模公共事業  □ 補助金  □ 内部管理 

 

１ 事務事業の基本情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 概要（旧総合計画体系における位置づけ） 

総合計画 

体系（旧） 

施策の柱 快適な都市機能 コード 7 

施策 魅力ある都市景観の形成 コード 2 

基本事業 景観形成の誘導 コード 2 

予算費目名(H26) 一般会計８款４項１目 都市景観形成推進事業 

特記事項(H26) 「総合計画主要事業」「新市建設計画事業」 

事業期間 □単年度  ■単年度繰返  □期間限定複数年度 開始年度 59年度 

根拠法令等(H26) 「景観法」「盛岡市景観計画」「盛岡市景観条例」 

 

(2) 事務事業の概要 

盛岡市景観計画及び盛岡市景観条例に基づき，建築物等を対象に景観形成指導を行い,盛岡固有

の景観を保全するとともに，将来的に良好な景観の形成が図られるよう誘導することにより，快

適な都市環境を創出することを目的とする。 

 

 (3) この事務事業を開始したきっかけ（いつ頃どんな経緯で開始されたのか） 

 盛岡市市勢発展総合計画・後期実施計画（昭和 55 年度～昭和 59 年度）により「都市全体の美

しさと調和という観点に立って，まち全体を美しくデザインし，イメージを高めるため，建築物

等に対する特別な配慮が望まれる。」として，景観対策を市の施策と位置付けた。 

 

 (4) 事務事業を取り巻く現在の状況はどうか。(3)からどう変化したか。 

市民の住環境に対する意識の多様化に伴い，新しく建築される住宅等の意匠及び色彩等につい

ても多種多様な要望がある。 

 また，一般住宅を形成する地域において計画される中高層建築物の増加に伴い，地域の景観形

成の観点から建物高さの規制を求める要望が出されている。 

 

２ 事務事業の実施状況（Do）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 対象（誰が，何が対象か） 

・市内に建築物等を建築しようとする行為者（施主，設計者，工事施工者等） 

 ・市民 

 

 

（平成 26年度実施事業） 



 

(2) 対象指標（対象の大きさを示す指標） 

 
(3) 26 年度に実施した主な活動・手順 

景観計画区域（市全域）の建築等の行為に対する事前指導を行った。 

 都市景観シンポジウム，都市景観賞の表彰及び都市景観賞受賞写真パネル展を行い，市民の景

観形成の啓発に努めた。 

 

(4) 活動指標（事務事業の活動量を示す指標） 

 

(5) 意図（対象をどのように変えるのか） 

盛岡の景観について，市民に対し盛岡市景観計画及び盛岡市景観条例を周知し，意識の向上を

図る。 

 

 (6) 成果指標（意図の達成度を示す指標） 

 
 
 
 
 
 

指標項目 単位 
23 年度 

実績 

24 年度 

実績 

25 年度 

実績 

26 年度 

見込み 

26 年度 

実績 

A 建築等の行為者（確認申請件数） 人 1415 1616 1704 1704 1367 

B 概ね中学生以上の市民 人 268967 266348 266920 266900 266580 

C        

指標項目 単位 
23 年度 

実績 

24 年度 

実績 

25 年度 

実績 

26 年度 

目標値 

26 年度 

実績 

A 景観計画区域内行為届出(通知)件数 人 1533 1637 1691 1691 1411 

B 都市景観シンポジウム及び受賞写真パネル展の来

場者 
人 3810 3930 3850 4000 3950 

C 都市景観賞の応募者数 人 18 31 47 40 34 

指標項目 性格 単位 
23 年度 

実績 

24 年度 

実績 

25 年度 

実績 

26 年度 

目標値 

26 年度 

実績 

A 景観計画を理解・同意し，指導を受け

入れ建築等をされた割合（建築等にあたり

勧告をされなかった件数/届出件数） 

□上げる 

□下げる 

■維持 

％ 100 100 100 100 100 

B 都市景観シンポジウム及び受賞写真パ

ネル展の来場者数 

■上げる 

□下げる 

□維持 

人 3810 3930 3850 4000 3950 

C 都市景観賞の応募者数 ■上げる 

□下げる 

□維持 

人 18 31 47 40 34 



 

(7) 事業費 

項目 財源内訳 単位 
23 年度 

実績 

24 年度 

実績 

25 年度 

実績 

26 年度 

計画 

26 年度 

実績 

事業費 ①国 千円 0 0 0 0 0 

②県 千円 0 0 0 0 0 

③地方債 千円 0 0 0 0 0 

④一般財源 千円 65,515 1,832 1,308 1,494 1,395 

⑤その他（       ） 千円 0 0 0 0 0 

A 小計 ①～⑤ 千円 65,515 1,832 1,308 1,494 1,395 

人件費 ⑥延べ業務時間数 時間 15,000 15,500 15,500 15,500 15,500 

B 職員人件費  ⑥×4,000

円 

千円 60,000 62,000 62,000 62,000 62,000 

計 トータルコスト A＋B 千円 125,515 63,832 63,308 63,494 63,494 

備考 

 

 

３ 事務事業の評価（See）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 必要性評価（評価分類が「内部管理」の事務事業は記入不要） 

① 施策体系との整合性 

市民及び事業者が，盛岡固有の地域の特性に調和した景観形成に配慮し，景観への意識を高

めることで，より快適な住環境の形成が促進される。 

 

② 市の関与の妥当性 

 良好な景観は公共性があり，市民がその恵沢を享受することにより住環境が向上するため，

良好な景観形成への誘導は，市が積極的に関与すべき事業である。 

 

③ 対象の妥当性 

 景観形成において，周辺の景観に影響の大きい建築物及び工作物の建築等の行為の際に，景

観に配慮するよう指導することは効果的であり，対象として妥当である。 

 

④ 廃止・休止の影響 

 事業を廃止または休止することにより，良好な景観形成への市民の意識低下が懸念され，こ

れまでの実績及び成果が損なわれる。 

 

 (2) 有効性評価（成果の向上余地） 

  より積極的に市民周知を行うことにより，成果は更に向上する余地がある。 

 

 (3) 公平性評価（評価分類が「内部管理」の事務事業は記入不要） 

  特定の受益者はいない。 

 

(4) 効率性評価 

  都市景観シンポジウム及び都市景観賞については，毎年開催することで市民の景観に関する



 

意識の向上を継続的に啓発するものであり，最小限の予算措置により，その予算内において

最大の効果を得ていることから，現状に削減の余地はない。 

 

４ 事務事業の改革案（Plan）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 概要（新しい総合計画体系における位置付け） 

総合計画 

体系（新） 
施策（方針） 良好な景観の形成 コード 15 

小施策（推進項目） 良好な景観形成の誘導 コード ２ 

 

(2) 改革改善の方向性 

  盛岡市景観計画における景観形成重点地域の拡充，また景観法に基づく景観地区の指定等に

より，景観形成の基準を充実させることで市民の景観への関心と理解を拡げる。 

 

(3) 改革改善に向けて想定される問題点及びその克服方法 

  再生可能エネルギーの政策により，太陽光ソーラーパネルの設置が促進される中，設備の設

置に係る景観的な配慮を指導する機会が増えており，今後市として具体的な設置基準を示す必

要がある。 

  また，建築基準法の建物高さ規制の緩和により，これまで想定できなかった高さの高層建築

物（マンション）の建築計画は，周辺の景観に及ぼす影響が大きいことから，より綿密な景観

計画に基づく良好な景観形成が求められている。 

 

５ 課長意見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 今後の方向性 

□ 現状維持（従来どおりで特に改革改善をしない） 

■ 改革改善を行う（事業の統廃合・連携を含む） 

□ 終了・廃止・休止 

 

(2) 全体総括・今後の改革改善の内容 

  景観法に基づき，建築物・工作物の建設等に係る行為の届出の審査事務を適正に行った。更

に特定届出対象行為となる大規模建築物の審査においては，事務処理要領に従い設計段階にお

ける景観計画の配慮事項について設計者に対し聞き取りを行い，配慮が不十分な場合について

は付帯意見として通知の交付をした。 

  景観計画で景観形成促進地区に位置づけられ景観地区に指定した「大慈寺地区」については，

施主，または設計者に対し事前相談を促し，適正な認定申請となるよう推進した。 

  都市景観賞の表彰，都市景観シンポジュウム及び都市景観賞受賞作品写真パネル展を開催し， 

 市民や事業者へ景観形成のＰＲに努めているが，より多くの市民や事業者に関心を持ってもら

えるよう，一層の工夫が必要である。 

  景観形成促進地区の景観地区への指定については，地元住民の合意形成に向けた長期的な取

り組みが必要である。 

  景観政策に対する市民や市議会からの要請に応え，制限基準を明確化するために景観計画の

見直しが必要である。 

  


